
カナダ・バンクーバー発 

贅沢！快適！ 

鉄道ファーストクラスの旅 

ドイツ・ハイルブロン発 

超音速飛行機、 

アウトバーン(高速道路)を走る!? 

シンガポール・カンバンガン発 

シンガポール　ローカルルール② 
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　この4月に仕事でオタワとトロントを訪ねるこ

とになり、いつもは飛行機で移動する2都市間（東

京ー大阪のような距離）を今回は鉄道（VIA Rail）

に乗ってみることにした。片道、普通クラス約

100ドル（約8,000円）、ファーストクラス約

140ドル（約12,000円）。飛行機に比べて

時間はかかるが、航空運賃より安いし、観光気分

が味わえそう。どうせ乗ってみるなら、とファース

トクラス（なぜか憧れるこの響き）のチケットをイ

ンターネットで購入した。　 

　普通クラスとの違いは、飛行機のビジネスクラス

のように、駅の特別ラウンジが利用できること、

チェックインもそこで行えて並ぶことなく優先的

に乗車できること。荷物は車前に預けて、到着ロ

ビーで受け取れること（普通クラスは自分で運ぶ）。

座席もいいし、普通クラスには出ない食事もつく。  

　食事は制服を着たお兄さん（お姉さんの場合

もあり）が座席まで持って来てくれる。テーブルに

は白いテーブルクロスがひかれ、オードブル、メイン、

デザートと別々に運ばれてくる本格的サ－ビス。そ

して何よりも特筆すべきはワインをはじめ、アル

コールが飲み放題である。（これが一番うれしかっ

たりして）  

　よく考えると飛行機だって前後の時間を入れ

ると案外時間がかかるもの。

優雅に車窓の風景を愛でな

がら食事を楽しみ、ワインを

飲みながらの4時間はとて

も思い出深いものとなった。

インターネットでも予約がで

きるVIA Railはカナダ東部

の都市間を利用するときに

はおすすめだ。　 

野中　富美／カナダ・バンクー

バー在住 

 

　我が家からさほど遠くないところにある、

Sisheim（ジンスハイム）の技術博物館にツポレフ

TU144がやってきたのは、2 0 0 0
年秋のこと。

開館20周年を記念して買いあげられたのが、この

ロシア製超音速飛行機だった。  
　しかし、ロシアからドイツの、しかも内陸にあ

るこの博物館までどのように運ぶのか？ 飛べる

状態ではないので、空路は却下。全長67ｍ、幅30ｍ

とあっては普通の陸路も不可能。ということで、

水路経由でモスクワから遠路はるばる4000

ｋ
ｍ以上、ジンスハイムまでやってくることになった。  

　飛行機は船に積み上げられ、モスクワ川を出発。

北海に出てオランダ・ロッテルダムからドイツ国内

を川から川へ南下。ネッカー川で我が市内までやっ

てくると、飛行機は船からクレーンで吊り上げら

れ、今度は大型トレーラーに身を移し、夜半すぎ、

3車線全部を通行止めにしたアウトバーン（自動

車専用の高速道路）で、一路博物館を目指したの

だ。ここで「超音速飛行機（を載せたトレーラー）

がアウトバーンを走る」という前代未聞の珍事と

なった。真夜中にもかかわらず、多数のヤジ馬の

中、飛行機は5時間かけて約50 
ｋ
ｍを走り、朝4

時には博物館へ到着。無事、アウトバーンの旅を

終えた。  

　現在は博物館の目玉となっているこのツポレフ、

博物館の屋根の上に展示されているので、アウト

バーン（A6）からも見ることができる。  

ミッテンドルフ 夕起子／ 

ドイツ・ハイルブロン在住 

 

 

　シンガポールには癒し系のお店がいっぱい。そこ

で、シンガポーリアンにも好評な足ツボマッサージ

（こちらでは、 Foot Reflexology という）とネイル

サロンをご紹介します。 

足ツボマッサージ 

　ガイドブックなどでたくさんのお店が紹介され

ていますが、値段もサービスもお店によってマチマ

チ。私は、ホーランドビレッジの「ASHI Reflexology」

が一番のお気に入りです。値段もリーズナブルで、

スタッフの皆さんがとっても親切。オーナーの

Jasonさんは、奥さんが日本人なので、多少の日本

語もＯＫ。他の二人のスタッフもどこが痛いのか（悪

いか）を日本語で教えてくれます。所要時間はたっ

ぷり45分（肩のマッサージも込み）、終わった後は

体が軽く感じるはずです。 

ネイルサロン 

　こちらでは、女性は「裸足にサンダル」というス

タイルが多いせいか、足元に気を使っている女性が

多いようです。日本でマニキュアやペディキュアを

やってもらうととても高価ですが、ここではお手

ごろな値段で体験できます。シンガポールに旅行

を計画されている方は、最初にネイルサロンに行

き、手足のお手入れをしてもらってから、街を散

策することをオススメします。「靴下とスニーカー

で」という格好は暑すぎますからね。 

飯盛 洋子／シンガポール・カンバンガン在住 
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　世界を股にかける「和僑ネットワーク」。  各国に在住する特派員（ちょっとカッコよすぎ？）が現地で仕入れ

た生の情報を提供します。  海の向こうから届く異国の風を感じてください。　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　※情報提供  和僑国際ビジネスネットワーク　http://www.wakyomall.net/

現地人も大好き！魅惑のフルーツたち 
 

インドネシア・ 

　　　　　バリ発 

　インドネシアの気候は乾季と雨季に分かれる。

一般的に4月中旬から11月位までは乾季となり、

高村光太郎の『智恵子抄』流にいえば、「本当の

空を毎日眺めること」ができる。降雨量も少なく、

その上湿度も低い。しのぎやすいので旅行に最適

だ。  

　11月から4月中旬までは雨季。草木は青々し

た色を見せ、その上フルーツのおいしさといったら

この上ない。小生が初めて味わった果実。甘みと

酸味のミックスした上品な味。これがトロピカルフ

ルーツの女王マンゴスチンだと知ったのは、すぐ後

のことである。マンゴスチンにとりつかれて、数ある

種類から自ら選別し、こだわりのマンゴスチンに

辿り着き、輸入して築地市場やホテル等に卸し

たり、贈答用で取り扱ったりしている。  

今年はドリアンバンコックとの出会いもあった。バ

リでは２つの農園でしか栽培しておらず、普通の

ドリアンと違い、特有の匂いも少なく、甘みも多

く、コクもあり、とてもおいしい。食べれば食べる

ほどはまる。価格も普通のドリアンの３倍！（バリ

人の若い人の１ヶ月分の給料に匹敵）少し痛んで

いるものがあると仕分け作業をしているバリ人従

業員の目の輝きが違ってくる。うれしそうに「クー

ラン バグース（品質が少々悪いという意味のインド

ネシア語）」といって私に了解を求めてくる。日本

に送れないものは当然彼らのお腹に入るので、目

を輝かせるわけだ。バリ人でもなかなか食べられ

ないフルーツ。ぜひご賞味を。  

平江　輝男／インドネシア・バリ島クタ在住 
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　先日、ロサンジェルスの有名人Mr.

豆腐ことK氏（M乳業）ご本人か

ら、「いかにして豆腐をアメリカに

紹介したか？」というお話を聞く

機会があった。今では健康食品と

して、しっかりとアメリカ社会に定

着した豆腐。だが、その道のりは「険

しい」の一言だったようだ。  

　今から17年前の1 9 8 5
年、日

本で「すしと豆腐を食べるアメリ

カ人」というニュースが流れ、当時

新しい販売先を模索していたM

乳業はアメリカ進出を決定。意気

揚々と日本からやってきたK氏で

あったが、ニュースとは大きく異な

る厳しい現実が待っていた。食文

化に限らず、異文化は簡単に受け

入れられるものではないのだ。  

　まず、豆からできている豆腐は人間の食べ物で

はないという意識の違い。次に、感覚の違い。豆腐

の風味は、アメリカ人にとって靴下のにおいだとい

う。そして社会の違い。夫婦共働きが、常識（＝料

理の手間を惜しむ）のアメリカ人には、全く興味

を引かない食べ物だった。というわけで、1 9 8 

7年の新聞「USA TODAY」では、「アメリカ人の

嫌いな食べ物のナンバーワンは、豆腐！」というと

んでもない勲章までもらってしまった。  

　一度はアメリカ撤退を決心しかかったが、彼の

努力は続いた。アメリカ人の家庭へと泊り込み、

食生活の違いなどを自分で体験。そして豆腐を

アメリカナイズさせることだと気づき、豆腐を使っ

た料理のレシピに力を入れることにした。  

　その後、クリントン大統領の奥さん、ヒラリー夫

人の「豆腐が健康によいので、食べている」という一

言が引き金となり、今日の「豆腐＝健康食品」と

いう地位を獲得した。現在では、豆腐は健康フェ

チ食品。健康マニアには、欠かせない食材となって

いる。  

高木美津子／ 

カリフォルニア・アーバイン在住 
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